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むかしは自然の時代｡
坂ー山､森､林､野､田､畑､川など｢おやまだ｣は文字通リ自然そのものであった｡烏鳴き､花咲く自然の住居であった｡西にそびえる鈴鹿の山々も､｢おやまだ｣のうちなのだ､と子ども心に内心うれしく思ったものである｡

いまは糧済優先の時代｡
老若男女ともに､地元よりも､むしろ､四日市の臨海工場群､盛り場商店街などに､密接に結びついているようである｡生活上の利益が､近隣の共同生活に優先してい

これからは精神の時代｡
生活の便利さよりもー自然環境のよさを求める｡子どもを育てるのは､大都市よりも地方で､というのが国民の大勢であるという｡今後､地域開発が進むにつれ1　人ロも増え新らしい町づくりが行われることであろ

小山田は住民活動の時代｡
｢おやまだ｣は､そうした変化と人びとをも含んだ､理想的な町づくリが期待される｡そのため､このよき自然環境ー先祖伝来のすぐれた文化財を､新らしい町のポイントとした､

おもな内容

⑤神明橋の渡橋式

②地区30年のあゆみ　⑥市長を囲む懇談会

③小山田村の一生　　⑦鼓笛隊10周年演奏

④釈迦如来の由来　　⑧盛大な地区文化祭

住民活動が強く望まれる｡



地区広報おやまだ　②

小山田地区は'昭和二十九年三月三十一日に'三重郡小山田

村が四日市市に合併して'四日市市小山田地区と在ってからへ今年で三十周年を迎えました｡その後'昭和三十二年四月十五日に三鈴村の一部(鹿問町､和無田町)が四日市市に合併し'小山田地区に編入され現在に至っております｡
この時期に合併当時を思い出し'合併後三十年の主な出来ご

とと'地区の変容をどをふり返ってみたいと思います｡生い立ちと

当時の様子

小山田村の生い立ちと市合
併当時の様子は'当時の村会議員で合併直後の地区連合自治会長であった田中弘治郎氏の　｢小山田村の一生｣を参考にしていただきたい｡

現在'小山田地区は四日市
市全体からみると､面積では九･九%　人口では二･一%であるが'合併当時は､面横は二一二一%　人口は三･〇%であった｡

道路は砂利道三十年前には地区内の道路

の殆どが砂利道であったが'現在では主要道路'集落内の

道路の殆どが舗装され'東名阪道路'ミルク道路'堂ケ山地内の県道'小山町地内のバイパス　二部)をどが開通'六和橋の新設､神明橋等の架け替え'道路改良など道路の

小山町地内新県道

整備は特に進んだが'集落内の道路は狭く'未改良未整備個所も多く'特に通学路の整備が遅れている｡面影のない当時の小中学校
合併当時の小山田村と久間

田村の組合立三鈴中学は昭和五十l年に廃校に在り'現在は小山田'水沢両地区を校区とした西陣中学として移転新築され'小山田小学校も増仙薬されて三十年前の面影は小く在っている｡
支所出張所からセンターに

当時の村役場は'小山田亨
所'小山田出張所と名称が牽り'現在はその場所が移転して小山田地区市民センターとなり消防分遣所も同居Lt　広い駐車場'ゲ1-ボール場'テニスコ-ーをども併設され周囲に桜を植樹Lt　地域社会づくりの拠点となっている｡

幸福村や小山田病院昭和五十年には堂ケ山､美

里町地内に昭和幸福村公滴が

開園Lt　行楽シーズンにはにぎわいをみせ'山田町地内には小山田病院と老人ホーム群が建設され'各所に子供広場'ゲートボール場が設置され'さらに小山町地内には南部埋立処分場が建設され'三重県環境保全事業団による産業廃棄物処分場も工事が進められている｡

伊勢湾台風で農地を流失三十年の間には'伊勢湾台
風'集中豪雨をどによる河川の決壊'農地の流失など大きを水害を受けたが'河川の改修も進められた｡

は場整備と共に機械化水田のほ場整備は'六名町

_ --一撃華
場進出などの開発が進み地区の状況も大き-変化しているが､小山田地区では現在のところ大規模開発は行われておらず三十年前にくらべ大きを変化はみられをい｡

台所改善で生活様式も変る
しかしながら'経済成長に

より兼業農家が増加し､核家族化も進み'住宅'台所の改築改善､マイカ-の増加などにより生活様式は都市化されつつあり'古くからの農村としての慣習は失われてきつつある｡また'農家の労働力不足による農地の耕作放棄で荒れ地が増加し'松くい虫により山林の桧が枯れ'自然景観'生活環境は大き-変化してい

る｡
農村公園などの建設

現在'小山田地区で

一　は農村総合整備モデル

改修された北川橋附近

(山田町で)

タンセ

事業'新農業構造改善事業､ほ場整備事業'

民　三重用水事業等が推進市　されており､農村公園区　の建設･集落センター地

(公会所)の改築'集落

堂ケ山町'鹿間町'和無田町をどで施行され'農業の機械化も進んでいる｡

他の地区では住宅団地'工

､

排水路の整備'未整備水田のほ場整備'ライスセンターの建設など

が計画されている｡

道路網の整備道路については'フラワー

道路に接続して和無田町地内からミルク道路を横断Lt　地区内を縦断して内山町東に至る南北道路'小山町のバイパスの継続道路､山田町のバイパス'通学道蕗の整備などの要望があり関係機関に働きかけている｡
発展が待たれる小山田地区

また'ミルク道路沿線の大

規模開発は市の内陸部開発計画のをかで検討が進められており'近い将来地元関係者との協議が行われる予定である｡

これら計画中の事業が実施
されると'小山田地区もさらに変容し発展することと思われる｡



三重郡小山田村の誕生私共の生れ育った小山田村

は明治四年七月の廃藩置県の制度が実施された当時'菰野県山田村'小山村'西山村､内山村'亀山県堂箇山村'度会県六名村となっていました｡

明治二十二年四月'町村制
実施にともをい'これらの村が合併して三重郡小山田村が誕生しました｡各村は大字区に在り'各区には区長職をおき'村長は村会議員の互選により選出され'村会議員と役場職員は各字区より一名宛選出するとの内規を作り'各区長職は各区において連出し村長の任命辞令にて就任しました｡

不況で村農協倒産世の中の発展により円滑な

村行政が行われ'明治大正を経て昭和へと時代と共に小山田村も栄えていきました｡

昭和の二十年代になってか

戦後初の合併で小山田村役

場は小山田支所に

後遺症もあって'村税の滞納額が増加するばかりと在りました｡

四日市市に合併昭和二十八年度の小山田村

たが'村税の滞納額が多-なってくれば'村行政にも影響が出始め'このままでは将来行き詰まりとなり'この際何とかしをくてはと､村会議員の間

私共の生れ育った三重都小

山田村の一生について振り返

ってみたいと思います｡

予算額は九百六十六万三千五百円(当時役場職員の月給は平均一万二千円)が計上されまし
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小山田村合併を知らせる
当時の四日市広報

で鳩首会議が続きました｡

昭和二十八年に町村合併促
進法が公布され､行き詰まった村政打開には小山田村が合併して大きくなる事が必要であり､しかも｢寄らば大樹の

二とハ>,

陰｣という諺を信じて'大四日市に合併するのが最善の策であるとの結論になり'内々に四日市市にその内意を打診した結果､話し合いをしましょうとの返事がありました｡

一‥

隣村同一歩調合併ならずどうせ合併するのをら小山
田村単独よりも近隣の村が合同して合併しようと'隣村へ小山田村の誠意を伝え'同一歩調を訴えましたが'隣村にはそれぞれの事情で同意が得られず'村単独合併となりました｡

六十五年間の歴史を閉じる
村界の変更'字界町名の決

定その他の事務処理が終り'昭和二十九年三月三十一日限りで小山田村を廃止Lt　同日に四日市市に合併するとの議会の可決を得て知事に申請'認可され'六十五年にわたる小山田村の歴史を閉じ'三百余万円の滞納赤字も四日市市に引き継がれました｡

村役場から小山田支所に小山田村役場は､四日市市
役所小山田支所となり'初代支所長に村長だった矢田佐太郎氏が任命され'村吏員は市

吏員に'各種委員会は解散｡各字は町となり､各字区長は市より町自治会長の辞令を受けました｡地区連合自治会も

報恩感謝のL･

組織されました｡

最後に'小山田地区の将来

の地域開発に大きを夢と'希望を持って筆をおきます｡

苦しみに

最後の合併､鹿間町では

にぎやかな祝賀行事も-

内　山　町

終戦後三十数年｡年月の経

つのは早いもの｡あの時の混乱と'ひもじさを知る人々の数も減ってきました｡

｢おしん｣　のドラマで大恨

めしの話が出ても'美食に慣れきった人々には'美容食に良かろうぐらいの感じしかをいのではをいでしょうか.

暖房のきいた部屋で'お菓

子や果物を前に　｢おしん｣　の悲しさはドラマの出来事ぐらいの感覚でしょう.勿体をいことです｡

現在へ　私達はあらゆる物を

手にすることが出来るようになりました｡

とりわけ'一番恐れていた

死さえも豊かを生活環境と'進んだ医学'死を避ける技術や'死を延ばす技術が進み'また社会保障や福祉が進み'病院へ行-ようになって死に揺する機会が減ってきました｡死は遠いところの出来事みたいな錯覚におちいっています｡

しかし'本当は死を少し先

へ押しやり､それを見まいとしているだけです｡

矢

はこれをつ-った苦労にかかわりなく'何でも手に入るが如き錯覚にとられています｡

人生は楽しく便利なのが当

然のような気に在る反面'報恩感謝の気持ちはもとより'
しんはう

辛棒して苦しさに耐える気持ちも薄-なってしまいました｡

消費追求の忙しさから'昔

からの行事や'習慣も縮少されたり消えて行きます｡

この間まで生産の場であり
学習の場であった家庭は'食べて寝てテレビを見るだけの場所となりました｡

花が咲き'鳥が唄-春がや

ってきます｡私たちは人として'この世に生まれたことの有難さに気づきたいものです｡

地区広報｢おやまだ｣　に寄

せられた古くからある行事の中にも'私たちは豊かな社会をつくってくれた先祖の人々への感謝報恩の気持ちと共に1人ひとりが生きていることの不思議さ'有難さを考えてみたいものです｡



地区広報おやまだ　④

釈迦如来座像

現在'四日市市六名町南命
山光輪寺釈迦堂に奉安申し上

し.　か　L･▲らい　ざ　そつ

げる秘沸"釈迦如来座像〃は古来霊体として尊崇されてきました｡

毎年四月の第一日曜日に執

時代)　に'南面山円満寺という一寺がありました｡五間四

がらん

面の堂々たる大伽藍であったと伝えられます｡御本尊はt

L.　か　し　に　_こ▲　らい

かの釈迦牟尼如来座像です｡

当時'大和地方に住んで仏

数多-の災厄に遭遇したにもかかわらず'今日まで極めて良好を保存状態のまま'それこそわが生命以上の手厚い奉紀を申し上げたのです｡
やがて約五百五十余年(塞

町末期)の昔'浄土真宗高田派中興の祖其慧上人当地にご
じ一人し,く

巡錫に相成り'輔陀仏の本額力'他力念仏のみ教えと｢南無阿弥陀仏｣　のお名号を賜わりました(現在寺宝に在っております)

ここに釈迦如来の永遠仏で
あられる阿弥陀仏に'ご帰依申し上げることを決めて'現

ねは人

帥紺最悶約文化財に成るかcL･女が大勢参詣します｡なかでも

Lr･/I

いわゆる厄年

〃秘俳〃=釈迦如来の由来記=

(男二十五才'四
十二才'六十一才'女十九才'三十三才)　の男女は欠かさず参詣します｡

釈迦浬襲図とともに'ご開

帳されるお釈迦さまの'まことに優美なけだかいお姿を拝して'過去一年間無事であったみ恵みに感謝をいたし'そうしてこれから先'一年間現

あんのん

世にて平和安穏な生活を営みうるべくご加護を念ずるのが町民1同の無上の生き甲斐です｡

さて'当地大昔は六名の庄
北和田の郷中村といいました｡その中村に約千年の昔(平安

六名町自治会長　田　中　弘　治　郎

在の南命山光輪寺の前身である'真宗念仏道場が設けられました｡

像を制作して'数々の重要文化財を今日に残す名仏師集団"春日氏〟の作といわれます｡

円満寺は真言宗に属してお

り'釈迦霊仏のご功徳と､弘法大師の即身成仏のみ教えとが相まって'当地住民の文字通り生活の精神的支柱でした｡

ち▲うり▲与はr　')

また'中村の周辺に跳梁践尾

こ,つ▼tく

する豪族のご念持仏でもありました｡さらに都落ちした尼僧さんの住持仏ともいい伝えられます｡そのためか住民た

かんてん

ちは'疫病の流行へ　早天'水害'乱世'つけ加えての苛軒を上納金米の取り立て等々'

その後'仏法は益々繁盛し

て'約三百年の普(江戸中期)には'津之住辻他馬守'為種作の'四日市市の寺院の中でも数番目に古い半鐘が現存しております｡

そして'円満寺は明

治時代に廃寺'ご本尊の秘仏へ釈迦如来像は明治三十六年､光輪寺境内に新築した釈迦堂にご遷座いたし'今日まで奉安申し上げている次第です｡

現在'秘仏､釈迦如

乗のご開帳は'年に三度行います｡

元日'四月の第一日曜日正

十二時よりの浬契合'八月十四日の盆法会です｡

前記のような由緒ある｢釈
迦如来座像｣を'今回四日市市有形文化財にと申請'去る二月十六日と二月二十八日の両日､文市化財調査会一行が光輪寺へ現地視察｡これら調査結果を待って近-市文化財に指定される予定｡

この座像は'鎌倉時代初期
のものと見られ'同僚は高さ七五･二センチでヒノキの寄せ木づ-り｡温和な表情で'ゆったりした法衣をまとい'右手を折り曲げ'胸のあたりで手のヒラを外に向け'指を伸ばしている｡

全体的に'藤原時代の作風
だが'こじんまりしているところから鎌倉時代初期に作ったと見られている｡

現地光輪寺での市文化財調査会一行

私が主人と結婚したのは'

十二月も初めだというのに'牡丹雪の降る寒い日でした｡

暖かい静岡県で育った私

には'珍しい雪景色と好きを人と一緒に暮せると云う二重の喜びでいっぱいでした｡

主人はお茶を栽培する専
業農家'私はサラリーマンの家庭に育ちました｡この

らいました｡こんな私に'主人の両親は｢百姓は畑に出さえすれば一人前だ｣と励ましてくれたものでした｡

あれから十二年が過ぎ'三
人の子供にも恵まれ'母の助けを借りながら'どうにか農家の主婦にをれました｡農業の主力も私達夫婦に移り'結婚当初はつら-感じた新茶の忙しい季節も'家族が協力し'

助け合って生活して行く張り合いのある時期だと思えるよ･フになりました｡

家庭不和'
家庭崩壊をど暗いニュースの多い昨今'助け合いの気持と'家庭団らんの時が持て'また

生が夫婦づれで仕事をしているのを見てうらやましかった｣と云った三一口で､私も畑へ出るようになりました｡

モンペ姿に地下たびを履

いて'外見は一人前に出来

くj.

上ったのですが'鍬の使い方も知らをければ'肥料のおき方も知らず'主人に一つ一つ手を取って敢えても

汗を流して働-姿を子供達に見せられることを'とても幸せだと思います｡

これからの私の夢は'主人
と二人でいつも眺めている美しい鈴鹿の峰を｢百姓は嫌だ｣と云う長男と'茶園で肩を並べて眺める日の来るのを楽しみに'安定した農業'明るい家庭にして行-事です｡
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内部川は'

西の鈴鹿連峰鎌ケ岳を源として'東西約二十血あり'小河川としては流れが荒く'鈴鹿市と四日市の境ををすが如くに流れている｡

伊勢湾に入

るまでには､西は水沢から東は塩浜に至る間に大'小十数橋を数え

念願かなった渡橋式

内部川と神明橋の今

堂　ケ　山町

る橋が来り'小河川としては橋の数が多く､これらは川の両岸に多-の集落が接近していることを示している｡

武　　雄　　　　　　　神明橋と晴れの橋渡式奥　　村

また､この川原

の砂利はコンクリートをど建築物に適し重要視されていたが'現在では河川の防災上護岸工事の充実と'河川を守るために'砂利採取は厳禁されている｡

この内部川は'

明治'大正の末までは'堤防の治水工事がとぼしく､昔から九月の厄日などにはたびたびの災害を受けていた｡

堂ケ山地内を流

れるこの川に'戦後木橋として架っていた神明橋が老朽化し'最近の交通量に適せず'このたび永久橋として去る五十八年十月に完成した｡

町民誰もが'こ

の橋の完成を願っていただけに'このよろこびはひとしお大きく'渡り初め祝賀式典には'

心のやすら

dFJ

lV

四日市といえば'ほとんど

の人が四日市ゼンソクを思い出すでしょう｡同じ市内で'公害問題に苦しむ人たちがいるというのはとても残念なことです｡

この公害問題を他人ごとと
は思ってはおれません｡なぜなら'将来小山田に公害が発生しをいという保障は何もないのです｡

春にはタンポポや'れんげ

があぜ道をうめつくし'夏にはうるさいほどのせみの声'秋空の下には稲穂が頭をさげ

時の山本自治大臣'

四日市市長'県議'市議など多数の来賓を得て盛大に挙行した｡

清めの雨か'前夜来の雨も

すっかりあがり'好天に恵まれた中で'早朝より打ち上げる花火｡神事による安全祈願'若山法瑞家による三代夫婦'地元関係者並びに地元民など多数が渡り初めを行った｡

また同渡り初めには'岸田
保育園の鼓笛隊も特別参加'園児の打ち鳴らす鼓笛が式典に一層の花を添えることと在った｡

橋の完成により'産業道路

としての果す役割も大いに期待されます｡

I.:;; ･jJ. i J･･

藤　友　美

ている｡そんな小山田がいつまでも続くとは限らないのです｡

今公害に悩んでいる四日市

の中心部の人たちだって'だれも公害を予期していをかったと思います｡人々の生活のために良かれと思った開発や'工場誘致が人々の首をしめる結果に在っているのです｡と言っても今さら'公害のおこっていをかった頃のように環境を戻すことはできません｡工場の設備を改善して'空気の汚れを少を-するをど公害

心のふれあう

に苦しむ人たちを救う'てだては講じられているようですが'小山田のようを空気は戻ってきません｡

そこで'交通さえ不便を小

山田ですが'開発が進んでいをいからこそ'これからの開発について慎重であってほしいと思います｡

子どもたちが伸びのびと遊

べる野山があり'都会の生晴に疲れた人が心のやすちぎを得られるようを町として'小山田の自然を守っていきたいと思います｡生活の表面だけの便利さをど'公害病をかかえこむことを思えばはしいとは思いません｡

(い締銅招待)

私たちが住んでいる小山田

は'四日市市の中でも極めて自然に囲まれた環境のよい町です｡だから私たちはその良い環境を､いつまでも保っていくよう努力する必要があります｡

周辺の町の近代化にとらわ

れてしまうと'せっかくの恵まれた環境も台なしになってしまいます｡しかし　｢自然を守る｣という強い意志さえ持っていれば'その心配もない

平　山　明　美と思います｡

とかく｢自然保護｣と｢近

代化｣との調和は難しいもので'自然保護ばかりを考えてしまうと近代化が遅れてしまい'逆に近代化ばかり考えていると自然が破壊されてしまうわけです｡そこのところはやはり人それぞれ考えが違うと思いますが'私は近代化にはとらわれずに'何年たってもこのままでいいと思っています｡

｢町を美しく｣という言葉

をよく耳にしたりすると思いますが'その言葉にはいろんな意味が含まれていると思います｡一般に言えば　｢見た目に美し-｣ということですが私は'町の雰囲気を美し-という意味にもとれると思います｡

例えば'朝へ道で出会った

人に　｢おはようございます｣と言うだけで'言った人も'言われた人もとてもいい気持ちにをると思います｡

またへ最近青少年の非行が
問題になっていますが'私の町では大きな問題が起っていません｡これは'地域社会の連帯が強いことが一つの理由だと思います｡

うちの子には注意をしても

よその子が何をしていても知らん顔'という近頃の風潮が私の町にはありません｡

うちの子も'よその子も大

事を子なんだという考え方はずっと持っていてほしいと思います｡

見た目に美しい町だけでは

杏-'それに加えて心のふれあいのある小山田の町を守っていきたいものです｡交通の便など'困る面もありますが環境のすぼらしい小山田が'私は大好きです｡

何年かの後も'私はこの心
暖まる緑の自然に心なごまされることを望みます｡
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市長を囲む

地区懇談会

昨年十月十三日､地区市民

センターにおいて'地区の各種団体代表'関係機関等から三十七名'市側から市長'関係部課長以下九名が出席し'
｢青少年の健全育成について｣

をテーマとして懇談会が開催されました｡

この席での主を内容は次の
とおりでした｡

地区市民センター館長の開
会挨拶で始まり'館長が司会して､市長挨拶'市会議員挨拶のあと'六名の方から基調発言があり'そのあと懇談が行われ'最後に前年の懇談会の道路問題についての取組みの経過報告があり'連合自治会長の閉会挨拶で終了した｡

基調発言は'西陵中学校長

から｢西陵中学の生徒の非行等の現状と対策｣小山田小学校教頭から｢小山田小学校の児童の生活指導｣中学校pTA副会長並びに母親部長から｢青少年非行防止について'父親と母親の立場から｣小学校pTA会長から｢家庭教育｣青少年相談員から｢問題と処理の事例｣など当面している問題の現状や対応と'家庭教育及び社会教育の必要性'地区の環境浄化についての意見発表がありました｡

自由発言として中学校生活

昨年中本市で発生した火災は一三一

件で'このうち枯草火災が四一件と'全体の三〇%にも在っておりますo

最近は'宅地開発や道路整備が進み'
道路や住宅に隣接する空地が多-在っており'通行車両のたばこの投げ捨てとか'子どもの火遊びから枯草火災になる例が増加しています｡

本市では'相草火災を防止するため'

｢火災予防条例｣で空地の所有者'占有者は空地の椙草等燃焼危険のある物件を除去しなければをらをいことになっております｡

みをさんの所有しておられる空地を

いま一度みをおして'雑草が繁っているところは早急に刈取っていただき'枯草による火災の防止にご協力-ださるようお願いします｡

指導主任'市青少年対策室長'市老連会長'市長等から現代

枯革火災の現場

おい繁る枯革

の教育の難しさ､教育制度の問題点'父親の権威の低下'子供との対話ふれあいの必要性'子供の朕など摘発な意見がだされました｡

青少年の健全育成
につきましては､学校と家庭だけでを-地域ぐるみで取り組むべき問題であるので'今後も機会を作って話し合いを進めていくということで懇談会は終りました｡

l

図書の寄贈
山田出身の吉本氏から-自書出版の図書=

王EZE_　　　　　･t'o･(TFf.I.Y

･,J.
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寄贈図書

き{崩弟_叶適.&全判

小山田地区市民センターの図
書室にこのほど'徳島県小松島市に住む吉本四郎(旧姓矢田四郎)氏より'自分の生れ故郷である小山田のみなさんにと'自著出版の図書｢四国霊場をへんろして｣　の図書の寄贈を受けました｡

この図書は'氏が霊場として'
信仰と巡行の面だけでを-'文化財として残っている併像'悌画'塔山門や'寺を開いた人'寺域の模様'附近の風景をどを遍路してみたいと霊場めぐりを思いつき'五カ年余りの歳月をかけての遍路記録が細か-書か

れている｡

｢註=著者の吉本四郎氏｣

明治三十三年九月
小山田村大字山田二一五〇番地に生れる｡

大正四年三月
小山田尋常高等小学校卒業｡

大正九年三月
県立四日市商業学校卒業｡

昭和三年一月
現在の徳島県小松島市に住む吉本家の養子と在る.

昭和二十四年七月
味噌醤油製造株式会社'吉本商店の社長を継承'現在に至る｡



現代の青少年は'自己中心
主義で､人に迷惑をかける行動も平気でやるのです｡

これは'幼児期に'ものの

見方考え方に対する朕ができをかったのではないでしょうか｡

要求をかなえる甘さ最初の朕の場である家庭で
放任Lt最初の集団生活の場である学校で'努力が足りをかったのでは清まされません｡

三月四日小山田小学校体育
館にて鼓笛隊十周年記念演奏会を行いました｡沢山の地区の皆様の前で隊員五十六名が一生懸命に力いっぱい演奏を

披露いたしました｡十周年を迎える事が出来ましたのも

(令　地区広報おやまだ

指導の先生t oBt　地区の皆様の御支援と御協力の賜ものです｡この紙面をかりまして小山田保育園の皆様方本当にありがとうございました｡

今後'地区の皆様方には1
層の御理解と御協力を賜ります様よろしくお願い申し上げます｡

保護者会会長川島章句

一■   .

崇TIi'ごま
= ni･Y†亨lr一曽~I

盛大に行われた記念演奏会

をんでも物をふんだんに買い与え'人に迷惑を掛けても平気でいたり､物を大切にしない'要求はなんでもかをえられる､と云った甘さが育てられ'今日に来ているのではないだろうか｡もう一度子供の問題について考えをおす必要があるように感じられます｡

私たちも'親と子の関係を

基本的に考え直す必要があるのではないでしょうか｡

荒廃した親子関係や､親の

放任主義が事件のl因にも在っている場合が多-'同じ家に住みながら親と子のあいだ

lr

にすきま風が吹き込んで'人間的なつをがりがない｡親が子の朕や指導に自信を失ってはどうしょうもありません｡

親と子の心のつながり教育の場は学校だけにある

のではありません｡親と子の心のつをがりこそ'人間形成にとって必要をものではをいでしょうか｡

小山田の青少年がよりたく

ましく'より明る-育つための1　つの糧とをり'明るい家庭をつくるために少しでも役立てば幸いに思います｡

二位　中条茂美　平尾明信

森田高通

【小学生女子の部】一位　伊藤いつい　伊藤良子

古市美樹　伊藤みさえ

二位　井上真弓　小住裕子

鈴木公恵　矢田陽子

【中学生男子の部】一位　長田圭至　河村直也

矢田信洋　伊藤嘉博

千

地区子供会では'本年度最
後の行事である恒例の子供会オリエンテーリング大会を'去る二月十九日㈱　好天に恵まれた中で'地区市民センタ-を基点として行いました.

この行事は'自然の山野を
相手に'地図とコンパスを頼りにかけ巡る競技で'各グループ毎に別れ'時間差で出発'幾つかの隠されたポストを求め'チームワークと判断力を競うだけに'汗を流しながら楽しく野山を駆けまわることができました｡

入賞は次のみなさんです｡
【小学生男子の部】

一位　豊住清治

椎名剛史石田照幸

育成会黒田雅啓竹内直樹

小山田軽費老人ホーム
俳　句　同　好　会

昼下り老の張りある早春賦

か　つ

■､‖-些事すべて捨てて見事や冬木立　　　　　　　　はやかわ

かー手

鉄塔の烏動ぜず吹雪中

産　生

ぼたん雪重たくゆれて手のひらに　　　　　　　まつだ雪とけて猫のいとなみ声甘し

あ　き

雪の道たすけ合いつつ笑いつつ　　　　　　　　かとう立春の寒さ胸打ち身をかがむ

い　つ

立春とは名ばかり雪のふりつづ-　　　　　　千　代ぼたん雪窓より眺め茶を滝れる　　　　　　　はる子

ぐち

友の愚痴聞きつつ窓は雪景色

万　代

初詣で伊勢の宮居に老いつづ-　　　　　　　　みつへ

かね

雪を踏み悌采を得たる貌をして　　　　　　　麦　笑

矢田一之

二位　水谷　徹　平尾秋夫

酒井昭成

【中学生女子の部】
一位　矢田弥須子　森　博子

矢田律子　松田澄子

二位　矢田恵美子　山本　恵

小倉あさみ　中川　幸
Lr.-%. i

〃山　田〃

山田町　矢田まき子

H母のふるさと山田
昔昔の山田はガタガタ道でバスもなくテクテク歩いて八王子名古屋育ちの私は母に連れられよ-来た山田子供の頃の思い出が発展をした片隅に小さく残っている山田です

0終戦後嫁いで来た山田
昔昔の山田は三重県三重郡小山田村字山田今はモダンな山田町赤子背負って鍬持ってへっびり腰で畑仕事終戦当時の思い出が発展をした片隅に小さく残っている山田です

山田町　矢田まさ子

神様も踊りた-在る天王祭小山田の粋な若衆の盆踊りみこしの子祭りのはっぴよく似合い
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初秋の風にをび-地区旗の
もと'恒例の地区大運動会が五十八年十月十六日㈱小学校校庭で盛大に開催された｡

回を重ねるごとに盛りあが

るこの運動会も'各種競技と
i;　h Ll

.. ′ノ･/ /I/ミ･･･ ･lt

会

ともにアトラクションの仮装行列'三重県警音楽隊の特別参加をど'楽しいなかに地域住民の親睦融和がはかられた｡

1

轟､　　,･･､J .　…

栽　会　場

第二回地区文化祭が'十一月五'六

の両日地区市民センターを中心にして開催された｡

本年度は'特に展示会場の一部にセ

ンター事務所も開放され､各会場には

小山田地区の人口　5,554人
(59年1月現在)

町別 ��)���B�人口 
男 傚r�計 

山田町 都���#c���884(87) ��ﾃ�SB������1,938(267) 

西山町 ��CR�278 �3���578 

小山町 ��C2�305 �3���615 

内山町 鉄R�120 ��#b�246 

六名町 鼎R�ユ00 ���R�205 

堂ケ山町 ��ﾆ�2�238 �#3r�475 

美里町 �3r�84 都R�159 

鹿間町 �##b�445 鼎c��905 

和無田町 �����212 �##��433 

計 ��ﾃSSR�2,666 �"ﾃャ��5,554 

( )は内数で′ト山田老人福祉施設

昭

上:かあちゃん頑張って.′ (親子三代リレー)

右上:特別参加の県肇音楽隊と

小山田鼓笛隊の合同演奏

右中:綱引き

右下:幼児の"はたとり競争〝

共

秤

生花'書道'写真'手芸品'1工芸品'盆栽､菊'蘭をど'日頃丹精こめて作りあげた力作'労作だけに会場を訪れた人たちも､ため息ばかり‥‥‥○

また会場の一部には'南

消防署による　｢防災用品コーナー｣も設けられ'防災意識の向上につとめた｡
このほか､小学校体育館

では児童作品展とPTAバザー'運動場では体育振興会によるソフトボール試合'センタ-前広場ではゲートボール大会をどがそれぞれ催され'文化の秋にふさわしい有意義を一日であった｡

m　■≡;i

出品物に思わずため息(地区市民センター)

㊨㊨@⑬

◎長かった今年の冬'きびしかった今年の寒さ'例年にない積雪'まさに記録的なこの冬も'弥生と共に一目も早-脱皮してはしいものだ｡◎旧小山田村が､四日市市に合併して今年でちょうど三十年'〝温故知新″の気持でとりあげました｡◎地区のみなさんから'お忙しい中ご寄稿いただきありがとうございました｡みをさんの声が'明日の〝おやまだ″地区の活力になることを願って止みません｡


